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2旺a − 5 双 子 葉植 物 alfalfa に お け る 光 屈 性 の 作用 ス ペ ク トル
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　ア ペ ナ 子葉 鞘で 最 初 に 明 ら か に さ れ た
一

次正 屈 曲 は パ ル ス 照 射 と い う実 験室 で の 特

殊 な 条件下 で 再現 さ れ る 光屈性 で あ る が、 境 在 様 々 な植 物 器 官 で 起 こ る こ と が分 か っ

て い る 。 こ の タ イ プ の 光屈 性 は、 光定 常 状 態 で 作 動 す る 光 屈 性 の
一

っ の 基 本 的 な側 厠

を反 映 し て い る と 考 え ら れ る （1） 。 本 研究 で は 、双 子 葉植物 の aLfalfa （幽 £

sativa 　 L．）の 下 は い 軸 が一次正 楓 曲を 示 す こ と を明 らか に し、 そ の 作 用 ス ペ ク トル を

求 め た 。 こ れ を ア ベ ナ の
一

次正 屈 曲で 報 告 さ れ て い る 作 期 ス ペ ク トル と 比 較す る こ と

に よ っ て 光 受 容 系 の
一

般 性 を考 察す る 。

　 【方法 ユ　 暗所 で 2 日 間、 続 い て 赤色 光 下 で 1 日育 て た alfalfa の 芽生 え を実 験材料

と し た。 光 屈 性 誘導 以 後 の 培養 も 同 じ赤色光 下 で 行 っ た。 こ の 赤 魚 究条件 は、、 光 屈 性

に 間 撞的な 影響 を及 ぼす フ ィ トク m 一 ム 依存 の 諸 反 応 を飽 釉 定常 の 状 態 に 保 っ 役 割 を

して い る （2＞。光 屈性 は IOO秒 以 内 （通 常 30秒） の
一

方 向 照射 に よ っ て 誘灘 した 。 光 屈

性 は、 照射 か ら 60分籤 に 達成 さ れ る 屈 曲農 と し て 測 定 し た。 作 用 ス ペ ク トル を求 め る

実験 は 基礎 生 物 学硬 究 所 の 大 型 ス ペ ク ト ロ グ ラ フ を用 い て 行 っ た 。

　 【結果 1　〔1 〕ゴ 磁 竃 半 値 幡 の 広 い 青色 フ ィ ル タ ー を用 い て 得 た 光 量 （対数

表示 ）一反 応 觀線 は 典型 的 な
一

次 正 屈 曲 を示 し た 。 　 即 ち 光 蚤 の 増 大 と共 に 反応 量 は 増

して 最 大 値 に 達 し、 更 に 瀦罍 が増す こ と に よ っ て 反 応量 は 滅 少 し た 。 ま た 、 最 大反応

を誘 滋 す る 光 量 は 圃 様 の 条件 で 樽 られ て い る トウモ ロ コ シ 子 葉 鞘 （2 ）と エ ン ドウ下 は

い 軸 （3）の
一

次 正 屈 曲の も の に 近 い 値に な っ た 。 　〔2 〕一 一 ：

作 用 ス ペ ク トル を得 る 目的で 光 蠶一反 応 曲線 を 260 か ら 53Gn 　rn　Skで 10n 　rn　ee隔で 求め た ．

そ の 結 果、 一
次正 屈 曲 を示 す 光 蠶一 反 応 曲線 が 全 て の 波 長 で 得 られ、 300nm か ら 500nma

の 間 で 憶 そ れ らの 曲 線 は ほ ぼ 稲 同 に な っ た。　 29Gnm 以 下 の 波 長 で は 光 蠶 一反 応 繭線の

上 昇 部 分 の 勾配 お よ び 反 応 の 最 大 僚 が減 少 し た 。 　 〔3 〕　 　 ス ペ ク　 ル 　 300 −

5QggmL ：　最 大 反応 の 約 1／2の 億 で あ る 13°
の 屈 曲度 を標 準 反応量 と して、 光 鷺一 反応

曲線 の 上 昇 部分 と下 降部分 か らそ れぞ れ作 用 ス ペ ク トル を 求 め た 。 両 者 は ほ ぼ 同 じ形

に な っ た 、 ま た、 こ の 作罵 ス ペ ク トル は ア ベ ナ 子 葉鞘の
一

次正 屈 曲で 報皆 され て い る

も の （4）に ほ ぼ 一致 した。　〔4 〕　　 ス ペ ク　ル 　　300nm 　： こ の 波 畏域 で は 光量
一

反 応 曲線 の 勾 配 が 異 な る の で 、 蝿 罍
一

反応 曲線 の 上 昇 部分 の 回 帰 直線 と x
一
軸 の 接 点

の 光量 か ら作 用 ス ペ ク トル を 求 め た。 そ の 結 果、 280n鴇 に ピー ク がみ られ た。

　 【考察 】
一

次正 屈 頗は ee　一一の 光 受容 体 に よ る こ と、 ま た 高 等植 物の 光 屈 性 に は 同
”

の 光 受容体 が 関与 して い る こ と が 示 唆 され る 。 光 受容 体 は 紫 外域 に も 吸 収 ピ ー ク を も

つ こ と が 示 唆 さ れ る が、 光量 一
反応 曲線 の 勾配 に 違 い が 出 た こ と な ど か ら紫 外域 の 作

用 ス ペ ク トル に 関 して は 更 に 検 討 が 必 要 で あ る。
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